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No Limit
かがやこう　記録をこえる　この瞬間 平成 27年度「榛原地区北地域小学校陸上競技大会」結果表

▷期日：平成 27 年７月 22 日（水）
▷会場：中川根第一小学校

※事務局発表の大会結果は、１位のみ紹介させていただきます。

男　　子 １　位 女　　子 １　位
100ｍ 芦沢　愉羽（本川根小） 100ｍ 大森　　彩（中央小）
1500m 向島　　央（本川根小） 800m 髙畑　菜悠（中央小）
60m ハードル 芹澤　大輝（本川根小） 60m ハードル 大村詩央音（本川根小）
400m リレー 本川根小 400m リレー 本川根小
走り幅跳び 芦沢　愉羽（本川根小） 走り幅跳び 中川　奈 （々本川根小）
走り高跳び 和田　康成（本川根小） 走り高跳び 中村　日和（中央小）
ボール投げ 不二山颯人（本川根小） 同上 鈴木　海莉（南部小）

ボール投げ 小林　叶愛（本川根小）
▲町内新記録表彰
㊧1500m 男子・向島央くん、
㊨走り幅跳び男子・芦沢愉羽くん

３ ４

７

８

９

ここにも、一つの物語。
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No Limit
かがやこう　記録をこえる　この瞬間大会スローガン

▲４×100m リレー男子・表彰
㊧から芦沢愉羽くん、宮木優太
くん、芦沢颯汰くん、向島央くん

▲大会スローガン表彰
中川根第一小学校６年の
森坂愛夢さん

▲４×100m リレー女子・表彰
㊧から横道蘭さん、大村詩央音さ
ん、　下音々さん、中川奈々さん

No Limit
　競技能力・体力の向上を目指し、
全力を振り絞り、自分の記録に挑
戦しました。その懸命な姿、輝く瞬
間をお伝えします。

２１

５ ６

１.《100m 男子》_ 成績上位組のスタート / ２．《走り幅跳び男子》_ 町内新記録樹立の芦
沢愉羽くん（本川根小）/ ３．《60m ハードル女子》_ 総合１位の大村詩央音さん（本川根
小）/ ４．《選手宣誓》_ 大きな声で宣誓した前田麟太朗くん（第一小）/ ５．《４×100m リ
レー女子》_ 激しい雨が降る中、全力のレース / ６．《４×100m リレー男子》_1500ｍで
町内新記録の向島央くん（本川根小）がアンカーで後続を振り切る / ７．《800m 女子》_
総合１位の髙畑菜悠さん（中央小）/ ８．《走り高跳び女子》_ 鈴木海莉さん（南部小）ととも
に総合１位の中村日和さん（中央小）/ ９．《60m ハードル男子》_ 表紙スケッチの湯口峻
祐くん（南部小）、写真奥は総合１位の芹澤大輝くん（本川根小）

１ ２
３

４ ５
６

７
８

９

限界に挑戦
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真
剣
に
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る

　

ジ
リ
リ
リ
リ
リ
ー
…
…
。議
場
内

に
開
会
を
告
げ
る
甲
高
い
ベ
ル
の
音

が
鳴
り
響
く
と
、リ
ハ
ー
サ
ル
の
和

や
か
な
雰
囲
気
と
一
転
、子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

　

８
月
10
日
、川
根
本
町
と
し
て
は

初
と
な
る「
子
ど
も
議
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。町
で
は
第
２
次
川
根
本

町
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

て
、町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、計
画
に
子
ど
も
の
視
点

か
ら
課
題
や
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う

と
企
画
し
た
も
の
で
す
。参
加
し
た

の
は
12
人
の
子
ど
も
た
ち
。小
中
６

校
か
ら
２
人
ず
つ
、学
校
推
薦
で
選

出
さ
れ
ま
し
た
。“
一
般
質
問
”と
し

て
、町
の「
好
き
な
と
こ
ろ
」と「
よ
く

な
い
と
こ
ろ
」を
事
前
通
告
し
て
も

ら
い
、町
長
ら
が
わ
か
り
や
す
く“
答

弁
”し
ま
し
た
。

議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
学
ぶ

　

事
前
学
習
と
し
て
、中
田
議
長
か

ら「
議
会
の
役
割
」に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、議
員
と
し
て
の
心
構
え
を
学

び
ま
し
た
。そ
の
後
、立
ち
位
置
や
質

問
方
法
な
ど
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
入
念

に
行
い
、本
会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
議
員
番
号
順
に
一
人

ず
つ
、事
前
通
告
制
に
基
づ
き
、全
員

が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。再
質
問
１

回
を
含
め
、一
人
当
た
り
与
え
ら
れ

る
時
間
が
７
分
と
い
う
制
約
の
中
、

各
自
が
活
発
な
意
見
を
町
長
へ
質
問

し
ま
し
た
。再
質
問
も
３
人
が
行
い
、

５
番・鈴
木
泰
郎
く
ん
は「
複
合
作
物

に
頼
ら
ず
、お
茶
単
体
で
飲
ん
で
も

ら
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」、７
番・勝
山
穂
乃
香
さ
ん
は「
町

の
P
R
活
動
の
具
体
例
を
教
え
て

欲
し
い
」、12
番・
山
本
達
也
く
ん
は

「
産
業
等
発
展
の
た
め
、道
路
整
備
を

優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
」な
ど
、鋭

い
質
問
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

貴
重
な
意
見
を
計
画
に
生
か
す

　
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
鈴
木
町
長

は「
ま
ち
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て

く
れ
て
あ
り
が
た
い
。ま
ち
を
変
え

て
い
く
の
は
み
ん
な
の
貴
重
な
意
見

で
す
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
橋
教
育
長
が「
常
に
な

ぜ
だ
ろ
う
と
疑
問
を
持
っ
て
生
き
て

欲
し
い
。今
日
は
あ
り
が
と
う
」と
講

評
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

　
前
半
議
長
を
務
め
た
本
川
根
中
３

年
の
山
本
達
也
く
ん
は「
議
会
の
仕

組
み
を
理
解
し
、体
験
す
る
い
い
機

会
と
な
っ
た
」と
話
し
、後
半
議
長
の

中
川
根
中
２
年
の
諸
田
琉
生
さ
ん

は「
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、う
ま
く

議
長
の
任
務
を
果
た
せ
て
良
か
っ

た
」と
笑
顔
で
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

川根本町初となる子ども議会が開催された。町内の小中６校か
ら推薦された12人の“議員”は本物の議会さながらに活発に質
問を行い、子どもの視点からより良いまちづくりを提案した。

子ども議会
初開催！

ここにも、一つの物語。
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議員
番号 写　真 氏　　名 学校名・学年 主　な　質　問　内　容

１ 栗
く り

原
は ら

磨
ま

裟
さ

斗
と 中川根第一小

６年

①町の恵まれた自然環境をもっと活用し、それを町外へ情報発信し
たらどうか。
②ごみ拾いボランティアを組織し、ごみのない美しいまちにすると
ともに、荒れた土地（道）をなくし、気持ちよく過ごせる町にしたら
どうか。

２ 西
に し

田
だ

　就
しゅう

真
ま 中川根第一小

６年

①接岨湖でのカヌー体験のような、自然を活かしたイベントや授業
を実施したらどうか。
② RG 授業などにより多くの児童生徒が一緒に学業等に取り組める
機会を増やしてほしい。また川根本町だけの特徴的な学校づくりを
進めたらどうか。

３ 渥
あ つ

美
み

　浩
ひ ろ

輝
き 中央小

６年
①川根本町のお茶をもっと多くの人に飲んでもらったらどうか。
②大きな病院がないため、重病者や高齢者への対応が心配。重病に
も対応できる大きな病院を建設したらどうか。

４ 川
か わ

村
む ら

　　澪
れ い 中央小

６年

①多くの人に川根本町を訪れてもらうため、イベント等を開催し、
知ってもらう・好きになってもらう取り組みが必要ではないか。/　
②既存のお店への支援（増改築など）や新しくお店を建てる土地を
提供する仕組みをつくったらどうか。/ ③バスや鉄道の増便や、運賃
を安くするなどして利用しやすくしたらどうか。

５ 鈴
す ず

木
き

　泰
た い

郎
ろ う 中川根中

２年

①地域コミュニティの親密さを更に高めるために、お祭りなどの地
域行事に、多くの町民が参加する（できる）仕組みをつくるべきでは
ないか。/ ②当町で安心して暮らすには「医師」は必ず必要である。現
在の状況はどのようになっているのか。/ ③荒れた茶園が多くなって
いる。川根茶を維持・発展させるためにも新しい担い手を確保するべ
きと思う。改善方法や将来の構想はどのように考えているのか。

６ 諸
も ろ

田
た

　琉
る

生
き 中川根中

２年

①特産物をもっと全国に広め、多くの人に川根本町を知って（来て）
もらったらどうか。/ ②また、特産物を使った新しい料理を開発する
など、資源をもっと活用し魅力を高めていったらどうか。/ ③ごみが
落ちていないまちづくりを推進するため、看板などによる注意喚起
や、ごみ拾いなどを習慣づけるように意識啓発を行ったらどうか。

７ 勝
か つ

山
や ま

穂
ほ

乃
の

香
か 中川根南部小

６年

①川根本町を知ってもらうため、PR 活動を積極的に行ったらどう
か。
②川根本町の魅力を活用し、定住人口の増加を図る活動をしたらど
うか。

８ 鈴
す ず

木
き

　海
か い

莉
り 中川根南部小

６年

①トーマス号など、みんなが楽しむことができる観光スポットを増
やしたらどうか。
②基幹道以外の道路も整備を進めるべき。歩行者にも優しい道路整
備を進めたらどうか。

９ 芦
あ し

沢
ざ わ

　颯
そ う

汰
た 本川根小

６年
①都会の人に安心してゆったり生活できる良さを感じてもらえば、
この町に住んでみようと思う人が増えるはず。川根本町の良さを多
くの人に伝えるようにしたらどうか。

10 不
ふ

二
じ

山
や ま

颯
は や

人
と 本川根小

６年
①ユネスコエコパークをはじめとした世界に誇る自然環境を、気軽
に楽しむことができるよう整備し、すばらしさを多くの人に知って
もらったらどうか。

11 松
ま つ

葉
ば

　芽
め

生
う 本川根中

３年
①川根本町の特色を活かした産業をつくり、人口流出の減少と、新
たな人口の獲得をはかったらどうか。
②空き家・空地・遊休施設を活用し働く場として提供したらどうか。

12 山
や ま

本
も と

　達
た つ

也
や 本川根中

３年
①道路の整備を更に進め、生活利便性の向上と交流人口の増加を図
るべきではないか。
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徳山の盆踊国指定重要無形民俗文化財

　本町では唯一、国から重要無形民俗文化財として指定されている「徳山の盆踊」。
　今年は天候にも恵まれ、さらに8月15日が土曜日だったこともあり、多くの観光客をはじめ、帰
省中の若者や家族連れでにぎわいました。
　毎年、「徳山の盆踊」を楽しみに来町している常葉大学・生涯学習研究会「たぬきの仲間たち」の皆
さんも総勢40人訪れました。同大3年生で事業統括の滝波紳也さんは「地域の伝統文化として絶や
さずに守り抜く伝承者の皆さんの気概と力強く優雅な舞に感動しました」と興奮していました。

［ヒーヤイ］ ［鹿ん舞］ ［狂言］

「たぬきの仲間たち」の皆さん

大きな掛け声（道行き） 優雅な舞を披露（ヒーヤイ）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 6



団
員
数
減
少
に
伴
い
解
散

　
旧
本
川
根
町
青
年
団
が
活
発
に
活

動
し
て
い
た
の
は
約
15
年
前
。納
涼

盆
踊
り
大
会
や
だ
る
ま
配
り
な
ど
を

主
な
事
業
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、団
員

の
人
数
減
少
に
伴
い
、活
動
も
縮
小

し
て
い
き
、10
年
前
の
合
併
を
期
に

解
散
を
し
ま
し
た
。

復
活
の
き
っ
か
け

　

平
成
19
年
か
ら
千
頭
駅
前
で
、盆

踊
り
を
手
掛
け
て
い
た
千
頭
駅
前
ミ

ニ
盆
踊
り
実
行
委
員
会
か
ら「
若
い

衆
が
集
ま
っ
て
や
っ
て
く
れ
な
い

か
」と
声
が
掛
か
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。風
間
団
長
は
、自
分
た
ち
が
10
代

の
頃
、青
年
団
が
主
催
し
て
開
催
し

て
い
た「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」が
頭
に

浮
か
び
、「
そ
れ
な
ら
ば
青
年
団
が
復

活
す
れ
ば
…
」と
思
っ
た
と
話
し
ま

す
。青
年
団
復
活
の
た
め
、町
内
に
い

る
同
世
代
の
若
者
に
声
を
掛
け
た
と

こ
ろ
、口
づ
て
に
30
歳
代
を
中
心
に

７
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う

　
「
若
者
不
在
」が
叫
ば
れ
て
久
し
い

中
、「
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
」と
い

う
思
い
を
共
に
す
る
仲
間
た
ち
が
集

ま
り
ま
し
た
。ま
ち
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
、自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

の
か
―
。「
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽

し
ま
な
け
れ
ば
、来
て
く
れ
る
お
客

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
」と
い
う
視
点
か
ら
、盆
踊
り
大
会

に
向
け
、数
回
の
会
議
を
重
ね
、出
店

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、細
部
に

わ
た
り
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

盆
踊
り
が
結
ぶ
縁

　

盆
踊
り
当
日
。音
戯
の
郷
付
近
に

設
け
ら
れ
た
ト
ー
マ
ス
フ
ェ
ア
の
物

販
ゾ
ー
ン
を
間
借
り
し
た
会
場
は
、

午
後
７
時
を
過
ぎ
る
と
、た
く
さ
ん

の
家
族
連
れ
で
大
に
ぎ
わ
い
。リ
フ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
軽
ト
ラ
を
や
ぐ
ら

に
見
立
て
、そ
の
周
り
を
浴
衣
姿
の

若
者
や
家
族
連
れ
が
輪
に
な
っ
て
踊

り
ま
し
た
。「
久
し
ぶ
り
！
い
つ
帰
っ

て
き
た
の
？
」「
大
き
く
な
っ
た
ね

～
！
」な
ど
、久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
、帰
省

中
の
若
者
や
家
族
連
れ
に
と
っ
て
は

再
会
を
楽
し
む
場
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
未
来
の
た
め

　
今
回
取
り
上
げ
た
本
川
根
青
年
団

の
復
活
。小
さ
な
出
来
事
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
、生
ま
れ
育
っ
た
ま

ち
の
た
め
、自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
を
探
し
、行
動
し
て
い
く
。こ
の
積

み
重
ね
こ
そ
が
、ま
ち
全
体
の
熱
量

を
上
げ
、未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

の
き
っ
か
け

復
活

に

団
員
数
減
少

伴
い
解
散

ま
ち
を
盛

上
り

げ
よ
う

盆
踊

結

り
が

ぶ
縁

自
分

未
来

た
ち
の

の
た
め

本川根青年団
が
復活

【写真の説明】
１_ 復活した青年団の一部
団員（写真中央㊤が団長の
風間光一郎さん）
２・３_ 軽トラをやぐらに
見立て輪になって踊った
４_ 子どもたちも輪踊りに
興味深そう
５_ コンテンポラリー・ダ
ンスも披露
６_ バンド演奏で大いに盛
り上がる
７_ 浴衣姿の若者が多く集
まった
８_ バンド演奏が盆踊りに
花を添えた

１

２ ３

５４

６ ７ ８

まちを盛り上げたい できることって何だ

Pickup News▶▶▶

7



たうんとぴっくす

７/26華麗なバチさばきと勇壮な音色を披露
「第11回赤石太鼓コンサート」、訪れた多くの観客を魅了

勇壮な和太鼓演奏に観客から大きな声援が送られました

　赤石太鼓保存会主催の「第11回赤石太鼓コン
サート」が町文化会館にて開催され、約250人が
訪れました。
　同保存会は、町おこしの一環として昭和56 
年に発足し、町内のさまざまなイベントで活躍
しています。コンサートでは、雄大な山並みを大
小さまざまな太鼓で表現した新曲「赤石山脈」を
はじめ全９曲とアンコール演奏を披露し、華麗
なバチさばきと勇壮な音色で観客を魅了しまし
た。また「藤枝太鼓」（藤枝市）のメンバーも友情
出演し、会場を盛り上げました。

８/16 川岸に灯
と も

された幻想的な盆送り火
下長尾地区で伝統行事「百八たい」が開催されました

まきはパチパチと音を立てながら30分ほどで燃え尽きました

　下長尾地区前の大井川河川敷にて盆の送り火
「百八たい」が行なわれ、区民や帰省中の家族
連れなど、約 100 世帯が参加しました。
　僧侶の読経と七夕飾りの焚

た

き上げ後、初盆を
迎えた家庭から順に、40㌢ほどに積み上げた
まきに火を放ちました。川岸に沿って並んだ炎
が辺りを幻想的に照らし、対岸や橋の上の見物
客を魅了しました。百八たいは同地区で続く
伝統行事で、由来は定かではないものの、江
戸時代に発生した鉄砲水の犠牲者を慰霊する
川
か わ せ が き

施餓鬼を起源とする説が伝えられています。

「町制施行（合併）10周年記念式典」のお知らせ
▶開催日時
　平成27年9月13日（日）午後１時開式
▶式　　場　川根本町文化会館
▶入場無料
▶第1部
　オープニング　午後１時～
　赤石太鼓保存会
　町長式辞、町議会議長挨拶、町表彰、来賓祝辞、
　10周年記念キャッチフレーズ・ロゴ発表
　「かわねフォン」運用開始セレモニー

▶第2部　
記念講演　午後２時45分～
演題…「ひとみ・ひろかずの人生各駅停車～川根
本町編」

▲お二人は「ひとみ・ひろかずの人生各駅停車」
で共演中です。（Ｋ－ＭＩＸ毎週金曜18時～放送）

【問】総務課・行政室　☎（56）2220

土田博和さん
フジ虎ノ門整形
外科病院　医師

久保ひとみさん
タレント

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 8



８/14

川 根 本 町 の ま ち の 話 題

８/13「里帰り」を迎える手作りの夏祭り　　・
夏祭り「第9回やっちゃう祭」が盛大に開催されました

軽快な小学生のダンスに会場は盛り上がりました

　「第９回やっちゃう祭」（同実行委員会主催）が
高郷河川敷多目的広場で開催され、町内外から
多くの来場者でにぎわいました。
　会場には多くの露店が軒を連ね、バザーも開
催されました。特設ステージでは小学生ダンス
チームや手筒花火の豪快な火柱と赤石太鼓の勇
壮な響きの共演が、来場者を楽しませました。
　手筒花火の打ち上げを体験したバザースタッ
フの久保田絢香さん（高郷区＝22歳）は「１本目
は緊張したけど、２本目からは楽しめました。声
援がうれしかったです」と笑顔で話しました。

いつまでも自分の歯で健康な生活を

▼奥大井煙火
保存会による
豪快な手筒花火
の披露

高齢者の歯の本数や状態を審査する「いい歯キラリ番人の歯コンクール」が開催されました

　７月27日、「いい歯☆キラリ☆番人の歯コン
クール」が山村開発センターにおいて開催され、
満70歳以上の24人の方が参加しました。
　このコンクールは、町が榛原歯科医師会の協
力を得て、厚生労働省と日本歯科医師会で行っ
ている「8020運動」（80歳になっても20本以上
の自分の歯を維持するキャンペーン）の一環と
して毎年開催しているものです。
　当日は渡辺歯科医院の渡辺克也歯科医師に審
査員をお願いし、年代別に部門に分かれて審査
を行いました。審査を終えた渡辺歯科医師は、歯
周病の概要や身体への影響について説明した上
で「これからも歯を大切にして、健康な生活を送
りましょう」と参加者に呼びかけました。

【審査結果】（敬称略）
▶金の部（80歳以上）
第１位　山口敎平（89歳）
第２位　小西　學（82歳）
第３位　長濱辰巳（82歳）
奨励賞　德嶋淳男（88歳）・嶋　とし（84歳 )
　　　　森下綾子（83歳）・坂本一雄（82歳）

▶銀の部（75歳～79歳）
第１位　大村哲男（79歳）
第２位　山本綾子（75歳）
第３位　德嶋百合江（78歳）
奨励賞　山田とみ（79歳）・橋本　勉（78歳）
　　　　坂本つね（77歳）・澤口市衞（77歳）
　　　　髙本親義（77歳）・中村　清（77歳）
　　　　中村正雄（75歳）

▶銅の部（70歳～74歳）
第１位　田畑堯久（74歳）
第２位　佐藤福美（74歳）
第３位　長嶋　忠（70歳）
奨励賞　山中きよ子（72歳）・坂本　勝（70歳）
　　　　杉本　忠雄（70歳）・山本元子（70歳）

【問】生活健康課・健康室　☎（56）2222

9



や
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地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 高郷住宅
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：30 10：50 11：15 13：15 13：45

発 9：35 10：00 10：25 10：45 11：05 11：35 13：35 14：00
尾呂久保 田野口駅 上長尾集会所 八中集会所 中央小 高郷 NTT 三共生コン

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：30 11：10 13：05 13：30 13：45
発 9：40 10：20 10：50 11：30 13：25 13：40 13：55

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 梅　高 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：15 13：30 13：55 14：25 14：45

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：35 13：45 14：15 14：40 15：00
水　川 田　代 上岸集会所 総合支所 町文化会館 本川根小 徳山防災センター 正　島

Ｄコース 着 9：15 10：00 10：35 11：05 11：25 13：10 14：00 14：25
発 9：35 10：30 10：55 11：20 11：40 13：30 14：20 14：40

桑野山 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 やまびこ資料館 奥泉集会所 小井平
Ｅコース 着 9：30 10：30 10：55 13：00 13：40 14：25

発 9：50 10：50 11：15 13：20 14：00 14：45
藤川西平 藤川保育園 藤川区事務所 崎平集会所 青部集会所 第一小 文　沢 壱町河内 小　竹

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 10：55 13：05 13：50 14：10 14：30
発 9：30 9：55 10：15 10：50 11：15 13：20 14：00 14：20 14：40

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。
町議会の傍聴等のお問い合わせは議会事務局　☎ (56)2229　まで。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16水
いやしの里診療所　整形遠隔外来（要予約）� �15：00～17：00�
いやしの里診療所　一般外来� 16：00～18：00
榛原医師会健診結果説明会（8／18久保尾受診者）　久保尾集会所� 13：30～15：00

C

17木 いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00

18金 いやしの里診療所　通常診療� ９：00～12：00／14：00～17：00 D

19土 いやしの里診療所　通常診療� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

20日
織田医院
島田市金谷上十五軒 1997
0547-45-3042

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

21月
かなや眼科
島田市金谷扇町 3639
0547-45-0010

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 敬老の日

22火
加納医院
島田市牛尾471-2
0547-45-3038

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 国民の休日

23水 いやしの里診療所　休診
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町140-15
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 秋分の日

24木

いやしの里診療所　一般外来� 10：00～12：00�
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
あそびの教室　山村開発センター� 10：00～11：30
榛原医師会健診結果説明会（８／２4久野脇受診者）
　久野脇集会所� 13：30～15：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

25金
いやしの里診療所　一般外来� �9：00～12：00�
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）�14：30～17：00
２歳・２歳６カ月児歯科検診　文化会館� （12：50～13：15）

E

26土 いやしの里診療所　通常診療� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

27日
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック�
島田市金谷東 1-931�
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

28月 定例健康相談　山村開発センター� 9：30～11：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 F

29火 子宮頸がん・乳がん検診　文化会館� �（9：15～11：00）
榛原医師会健康診査　文化会館� �（13：00～14：00）

30水
町議会９月定例会　役場本庁３階議場　　　　　　�９時開会
いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00
定例乳幼児相談　山村開発センター� 9：30～11：30

A

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 10



日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 火
町議会９月定例会　役場本庁３階議場　　　　　　�９時開会
子宮頸がん・乳がん検診　山村開発センター
� （9：15～11：00）（13：00～13：30）
榛原医師会健診結果説明会（８／４水川受診者）　水川集会所� 13：30～15：00

2 水
いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00
静岡厚生病院健康診査　文化会館� �（8：45～10：30）
榛原医師会健康診査　崎平集会所� �（13：00～14：00）

C

3 木
いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
静岡厚生病院健康診査　文化会館� �（8：45～10：30）
ふれあいママ教室　生活改善センター� 10：00～11：30

4 金
いやしの里診療所　通常診療� ９：00～12：00／14：00～17：00
静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� �（8：45～10：30）
ふじ33プログラム事業「お達者さんプロジェクト」
　文化会館� 13：30～16：00

D

5 土 いやしの里診療所　通常診療� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

6 日
大下医院�
川根本町下長尾 219-1�
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

7 月 静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� �（8：45～10：30）
定例健康相談　千頭東区会館� 9：30～11：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

8 火 静岡厚生病院健康診査　徳山コミュニティ� �（8：45～10：30）

9 水
町議会９月定例会　役場本庁３階議場　　　　　　�９時開会
いやしの里診療所　通常診療� 16：00～18：00
静岡厚生病院健康診査　徳山コミュニティ� �（8：45～10：30）
榛原医師会健康診査　田野口集会所� �（13：00～14：00）

F

10木
いやしの里診療所　一般外来� ９：00～12：00
いやしの里診療所　循環器遠隔外来（要予約）�14：00～17：00
静岡厚生病院健康診査　徳山コミュニティ� �（8：45～10：30）
あそびの教室　文化会館� 10：00～11：30

11金 いやしの里診療所　通常診療� ９：00～12：00／14：00～17：00
静岡厚生病院健康診査　地名集会所� �（8：45～10：30） A

12土 いやしの里診療所　通常診療� �9：00～12：00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

13日
鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

14月 静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� �（8：45～10：30） ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 B

15火 静岡厚生病院健康診査　山村開発センター� �（8：45～10：30）
榛原医師会健康診査　梅高集会所� �（13：00～14：00）

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

役
場
本
庁

総
合
支
所
ほ
か

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ☎（57）2231　休館日：日、月、祝日

くらしの
カレンダー 月

【代表電話番号】　　　　☎ 56-1111
１Ｆ　税務課　　　　　☎ 56-2223
　　　福祉課　　　　　☎ 56-2224
　　　 地域包括支援センター☎ 56-2225
　　　生活健康課　　　☎ 56-2222
　　　建設課　　　　　☎ 56-2227
　　　出納室　　　　　☎ 56-2228
２Ｆ　総務課　　　　　☎ 56-2220
　　　企画課　　　　　☎ 56-2221
　　　産業課　　　　　☎ 56-2226
３Ｆ　議会事務局　　　☎ 56-2229

【代表電話番号】　　　　☎ 59-3111
１Ｆ　商工観光課　　　☎ 58-7077
　　　管理室　　　　　☎ 58-7073
　　　住民生活室　　　☎ 58-7070
　　　福祉介護室　　　☎ 58-7071
　　　産業建設室　　　☎ 58-7076
　　　教育総務課　　　☎ 58-2555
　　　生涯学習課　　　☎ 58-7080
　文化会館　　　　　　☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター　　☎ 56-2231

「いやしの里診療所」９月の診療カレンダー
診療時間 水曜日　　  午後４時～午後６時
　　　　 木・金曜日 午前９時～午後５時
　　　　 土曜日　　 午前９時～正午
※診療日は水～土曜日です。詳しくは本表「くらし

のカレンダー」でご確認ください。 ☎（59）2102

社会福祉協議会「よろず相談」
９月２日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】社会福祉協議会本川根事務所　☎（59）2315
　　社会福祉協議会中川根事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
９月９日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

【問】総務課　☎（56）2220
社会福祉協議会「よろず行政相談」

９月９日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
法　律　相　談

９月16日（水）　10：00～15：00　生活改善センター
精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）

９月16日（水）中部健康福祉センター（藤枝市）13：15受付（断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課☎054（644）9281

20159

志太榛原地域救急医療センター
（内科・小児科）９月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし９月５日（土）、12日（土）、19日（土）、

26日（土）の午後10時から翌日午前７時は
　小児科のみの診療です。�
　� ☎054（644）0099
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２
０

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）制
度
に
つ
い
て

1「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」と
は
何
の
こ
と
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）と
は
、国
民
一
人

一
人
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。

2
ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　
必
要
な
の
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は「
行
政
の
効
率
化
」、

「
国
民
の
利
便
性
」、「
公
平・
公
正
な
社
会
を
実

現
」と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、様
々
な

情
報
の
照
合
、転
記
、入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る

時
間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。複
数
の

業
務
の
間
で
の
連
携
が
進
み
、作
業
の
重
複
な
ど

の
無
駄
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、行
政
手
続
が
簡
素
化

さ
れ
、国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、

行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情
報
を
確
認

し
た
り
、行
政
機
関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お

知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
公
平・公
正
な
社
会
の
実
現

　

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を

把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、負
担
を
不
当
に
免
れ

る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、本
当
に
困
っ
て
い
る
方
に
き
め

細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

　
ど
う
知
る
の
？

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、住
民
票
を
有
す
る
全
て

の
人
に
、１
人
１
つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番

号
）が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
か
ら
、住
民
票
の
住
所
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。外
国
籍
で
も
住
民

票
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。住
民
票
の
住

所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は
、お
住

ま
い
の
市
町
村
に
住
民
票
を
移
し
て
く
だ
さ
い
。

4「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」と
は

　
何
の
こ
と
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
後
に
市
町
村
に
申
請

を
す
る
と
、身
分
証
明
書
や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に

利
用
で
き
る
個
人
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
る
の
は
、券
面

に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、住
所
、個
人
番
号
な
ど
の

ほ
か
、電
子
証
明
書
な
ど
に
限
ら
れ
、所
得
な
ど

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、平
成
28
年
１
月
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
等
の
電
子
申
請
等
が
行
え
る
電

子
証
明
書
も
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

　
図
書
館
利
用
や
印
鑑
登
録
証
な
ど
、地
方
公
共

団
体
が
条
例
で
定
め
る
サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

　

既
に
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
ま

マイナンバーは、一生
使うものです。番号が
漏えいし、不正に使わ
れるおそれがある場
合を除き、一生変更さ
れませんので、大切に
してください。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

で
利
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、個
人
番
号
カ
ー
ド

と
の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

5
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
の
は
、

　
い
つ
？

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
、社
会
保
障
、税
、災
害
対

策
の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

【
社
会
保
障
】

　
・年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
、給
付

　
・雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確
認
、給
付

　
・医
療
保
険
の
給
付
請
求

　
・福
祉
分
野
の
給
付
、生
活
保
護　
な
ど

【
税
】

　
・税
務
当
局
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
、

　

  

届
出
書
、調
書
な
ど
に
記
載

　
・税
務
当
局
の
内
部
事
務　
な
ど

【
災
害
対
策
】

　
・被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

　
・被
災
者
台
帳
の
作
成
事
務　
な
ど

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障・
税・
災
害
対
策

分
野
の
中
で
も
、法
律
や
地
方
公
共
団
体
の
条
例

で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
に
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
障・
地
方
税・
災
害
対
策
に
関
す
る
事

務
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
で
、地
方
公
共
団
体

が
条
例
で
定
め
る
事
務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
例
え
ば
、次
の
よ
う
な
場
面
で
使
い
ま
す
。

・毎
年
６
月
の
児
童
手
当
の
現
況
届
の
際
に
市

町
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。

・厚
生
年
金
の
請
求
の
際
に
年
金
事
務
所
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
す
る
た
め
、勤
務

先
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。

　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
行
う
際
に
は

行
政
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
へ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
告
知
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

6
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
閲
覧
で
き
る
の
？

　

平
成
29
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
個

人
情
報
の
や
り
と
り
の
記
録
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ

・
自
分
の
個
人
情
報
を
い
つ
、誰
が
、な
ぜ
提
供

し
た
の
か
確
認
で
き
ま
す
。

・
行
政
機
関
な
ど
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
個
人

情
報
の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

・
行
政
機
関
な
ど
か
ら
一
人
一
人
に
合
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
来
ま
す
。　　
　
　

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能
の
詳
細
は
検
討
中

で
す
。

7
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
に

　
注
意
点
は
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、手
続
き
の
た
め
に
行
政
機

関
等
に
提
供
す
る
場
合
を
除
き
、む
や
み
に
他
人

に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
入
手
す
る

こ
と
や
、他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
者

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
個
人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ

た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
不
当
に
提
供
す
る
こ

と
は
、処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は

　
０
５
７
０�

︱�

２
０�

︱�

０
１
７
８

　
　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
平
日・午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
ま
で

　
　
　
（
土
日
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、８
月
下
旬
に「
よ
く
わ

か
る
マ
イ
ン
バ
ー
制
度
」の
小
冊
子
を
配
付
す
る

予
定
で
す
。
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産
業
課
・
林
業
室　
☎（
56
）２
２
２
６　
産
業
建
設
室　
☎（
58
）７
０
７
６

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】

「
電
気
柵
」の
設
置
に
お
け
る
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
７
月
19
日
西
伊
豆
町
に
お
い
て
、
鳥
獣
対

策
と
し
て
設
置
し
た
「
電
気
柵
」
に
よ
る
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
故
に
お
い
て
は
、
感
電
防
止
の

た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
電
気
柵

を
設
置
す
る
際
は
、
下
記
の
こ
と
を
必
ず
守

っ
て
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
注
意
１　
電
気
柵
の
電
気
を
30
ボ
ル
ト

以
上
の
電
源
（
コ
ン
セ
ン
ト
用
の
交
流

１
０
０
ボ
ル
ト
等
）
か
ら
供
給
す
る
と
き

は
、
電
気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受
け
る

電
源
装
置
（
電
気
柵
用
電
源
装
置
）
を
使

用
す
る
こ
と
。

▼
注
意
２　
公
道
沿
い
な
ど
の
人
が
容
易
に

立
ち
入
る
場
所
に
設
置
す
る
場
合
は
、
危

険
防
止
の
た
め
、
15
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
以
上

の
漏
電
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
０・
１
秒

以
内
に
電
気
を
遮
断
す
る
漏
電
遮
断
器
を

設
置
す
る
こ
と
。

▼
注
意
３　
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、

周
囲
の
人
が
容
易
に
視
認
で
き
る
と
こ
ろ

に
危
険
を
表
示
す
る
看
板
な
ど
を
掲
げ
る

こ
と
。

【
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
週
１
回
は
テ
ス
タ
ー
な
ど

を
使
っ
て
電
圧
の
点
検
を

行
う
。
電
気
柵
の
周
囲
に
、

柵
線
が
支
柱
や
地
面
に
触

れ
て
い
な
い
か
、
雑
草
が

伸
び
て
接
触
し
て
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
す
る
。

▽ 

夏
は
２
〜
３
週
間
に
１
回

程
度
、
漏
電
防
止
の
た
め

電
気
柵
の
周
辺
の
除
草
を

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

▽ 

凹
地
な
ど
で
は
柵
線
の
隙

間
を
大
き
く
開
け
な
い
よ

う
に
必
要
に
応
じ
て
碍
子

(

が
い
し:

支
柱
を
通
し

て
漏
電
し
な
い
よ
う
に
取

り
付
け
る
絶
縁
器
具)

の

数
を
増
や
し
柵
線
を
導
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
役
場
産
業
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。　
　

出典：農林水産省

危
険
表
示
板
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※
危
険
表
示
板
を
設
置
す
る
際

は
、
子
ど
も
も
読
め
る
よ
う

に
「
ひ
ら
が
な
」
を
含
め
た

表
示
の
上
、
目
立
つ
箇
所
に

複
数
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 14
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産
業
課
・
林
業
室　
☎（
56
）２
２
２
６　
産
業
建
設
室　
☎（
58
）７
０
７
６

「
木
の
駅
か
わ
ね
」が
ス
タ
ー
ト
！ 　
◉
現
在
、参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
木
の
駅
と
は

　
　
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
軽
ト
ラ
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
晩
酌
を
！
」

を
合
言
葉
に
森
林
再
生
と
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

川
根
本
町
で
は
、
規
格
を
満
た
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
林
地
残
材
や

間
伐
材
を
１
㌧
出
荷
す
る
と
６
千
円
分
の
地
域
通
貨
「
ダ
ラ
券
」
と
交
換
さ
れ
、

受
け
取
っ
た
出
荷
者
は
町
内
登
録
商
店
で
買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　
　

ま
た
、
桑
野
山
貯
木
場
等
に
集
荷
さ
れ
た
間
伐
材
等
は
チ
ッ
プ
原
料
な
ど

に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
先
進
地
で
は
「
山
が
き
れ
い
に
な
り
、
地

域
に
元
気
が
出
た
」
と
評
判
で
、
全
国
で
30
を
超
え
る
地
域
で
実
施
、
静
岡

県
内
で
は
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

▼
事
業
主
体　
「
木
の
駅
か
わ
ね
」
実
行
委
員
会

▼
事
業
目
的

　
⑴
森
林
の
整
備
推
進
と
地
域
通
貨
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献

　
⑵
集
落
・
茶
園
周
辺
の
環
境
改
善
の
促
進

　
⑶
小
規
模
・
副
業
的
自
伐
林
業
の
復
活
へ
の
足
掛
か
り

▼
事
業
概
要　
林
地
残
材
（
山
林
に
放
置
さ
れ
て
い
る
間
伐
材
）
を
町
内
の
指

定
集
荷
場
に
搬
出
し
、
代
金
は
地
域
通
貨
「
ダ
ラ
券
」（
１
枚
５
０
０
円
相

当
）
に
て
支
払
い
ま
す
。「
ダ
ラ
券
」
は
町
内
の
登
録
商
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

集
荷
し
た
材
は
、
チ
ッ
プ
原
料
等
へ
流
通
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
森
林　
川
根
本
町
内
（
限
定
）

▼
出�

荷�

者　
川
根
本
町
在
住
若
し
く
は
在
勤
者
、
町
内
山
林
所
有
者
、
町
の

森
づ
く
り
希
望
者　
（
※
個
人
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
出�

荷�

材  

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ　
末
口
５
㌢
以
上
、
長
さ
２
㍍

▼
集�

荷�

場  

桑
野
山
貯
木
場
、
中
部
地
区
・
南
部
地
区
各
１
カ
所
（
予
定
）

▼
支
払
単
価　
１
㌧
当
た
り
６
０
０
０
円

 

（
平
成
27
年
度
は
１
㎥
当
た
り
４
８
０
０
円
）

▼
集
荷
期
間　
平
成
27
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で

▼
登�
録�
料  

１
名
当
た
り
３
０
０
０
円
（
初
回
の
み
で
す
）

◎
登
録
制
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
木
の
駅
か
わ
ね
実
行
委
員
会
事

務
局（
役
場
産
業
課
又
は
総
合
支
所
産
業
建
設
室
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
産
業
課
窓
口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
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企
画
課
・
環
境
室　
☎（
56
）２
２
２
１

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

▼
ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
！

「
平
成
27
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す
」

　
国
勢
調
査
は
、平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、日
本

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
日
本
の
未
来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、さ
ま
ざ
ま
な
法
令
に
そ
の
利
用

が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、社
会
福
祉
、雇
用
政
策
、

生
活
環
境
の
整
備
、防
災
対
策
な
ど
、私
た
ち
の
暮

ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
が
で
き
ま
す
。９
月
10
日
か
ら
、調
査
員
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め
の
書
類
と
紙
の
調
査
票

を
一
緒
に
お
配
り
し
ま
す
の
で
、ど
ち
ら
か
一
方

で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯

に
は
紙
の
調
査
票
で
調
査
を
行
い
ま
す
。紙
の
調

査
票
は
、調
査
員
に
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は「
国
勢
調
査
２
０
１
５
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国勢調査2015

生
活
健
康
課
・
町
民
室　
☎（
56
）２
２
２
２

▶70歳未満の人の自己負担限度額

▶国民健康保険からのお知らせ
「医療費が高額になったとき・・・」

　１カ月の病院窓口などで支払う一部負担金が高額になったときは、自己負担限度額を超えた額
について申請により高額療養費として支給されます。
　病院などでもらう領収書は、申請の際に必要となりますので、大切に保管しましょう。
　高額療養費の計算は、⑴１人ごと、⑵診療月ごと、⑶各病院ごと（入院・外来別、医科・歯科別など）
に行われます（入院時の食事代は対象外です）。

「限度額認定証」をご存知ですか ?
　あらかじめ、生活健康課で手続きを行うことで「限度額認定証」が交付されます。この「限度額認
定証」を保険証と一緒に病院などの窓口に提示すれば、病院などでの一部負担金の支払額が高額療
養費の自己負担限度額までとなります。

対象者 区分 所得要件 自己負担限度額（月額）

上位所得者

ア 所得が901万円を
超える

252,600円 +
( 医療費 -842,000円 )

×1％

イ 所得が600万円を
超え901万円以下

167,400円 +
( 医療費 -558,000円 )

×1％

一般

ウ 所得が201万円を
超え600万円以下

80,100円 +
( 医療費 -267,000円 )

×1％

エ 所得が210万円以下
※住民税非課税世帯除く 57,600円

低所得者 オ 住民税非課税世帯 35,400円

▶70歳以上の人の自己負担限度額

対象者

自己負担限度額（月額）

個人単位
（外来のみ）

世帯単位
（入院と外来があった場合）

現役並み
所得者 44,400円

80,100円 +
( 医療費 -267,000円 )

×1％

一般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん

東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

9月20日、川根本町が誕生して
10周年を迎えます。エコツーリ

ズムネットワークは、合併から３年
後、平成20年３月に設立されたの
で今年で８年目となります。

川根本町が10歳、エコツーが７
歳。本川根と中川根、二つの

町がひとつになって、この町の観光
はどのように変わったのでしょう
か？　４歳（在住歴）の私にはよく
分からないのが正直なところです。

よく「観光と言えば本川根だよ
ね」と言われますが、本当にそ

うでしょうか？　確かに寸又峡や
接岨峡など、観光名所が多いのは
本川根ですが、エコツーリズムの視
点から見ると、中川根エリアにも資
源が溢れています。

大札山や山犬段などの山々、農
家ならではのおもてなしを感

じられる農家民宿、美しい星が見
える天文台、代々に伝わる伝統芸

能、大井川沿いに広がる茶畑、地名
の水田…。

これらの多くは地域に当たり前
に存在するもので、従来は観

光資源だと考えられていなかった
ものばかり。しかし、すべてがエコ
ツーリズムの体験型プログラムに
組み込むことができるのです !!　

観光は本川根、お茶は中川根。
合併して10年にもなるのにそ

んな古いことを言っていては、何の
発展もありません。本川根も中川
根もない、今は「川根本町」なので
す。

資源になるものはすべて活か
して、観光（＝感幸）につなげ

ていきたい !!　そのためにはまず、
町民の皆さんの中にある「本川根・
中川根」の壁を取っ払わなければ
いけないのではないでしょうか？　
本川根でも中川根でもない、新住
民の私はそう思ったりするのです。

だって、そこらじゅうに転がってい
る資源も、活かす人がいてこそ輝き
を増すことができるのですから。

10歳の川根本町と７歳のエコ
ツー。これからどんな風に成長

していくのでしょうか？　「オール
川根本町」で明るい未来図を描い
ていきましょう !!

エコツーリズム推進
員。エコツーリズム
の推進・周知拡大に
奔走。川根本町エコ
ツーリズムネット
ワークの事務局も務
める。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう

美
み

希
き

　☎（58）7077

エコツーリズム推進員神東美希のエコツーリズム推進員神東美希の
川根本町の魅力をＰＲする
エコツーリズムネットワーク
活動報告

福
祉
課
・
長
寿
介
護
室 

☎（
56
）２
２
２
４

 

福
祉
介
護
室 

☎（
58
）７
０
７
１

寝
た
き
り
等
の
方
を
対
象
に

歯
科
医
師
が

お
宅
を
訪
問
し
ま
す

　
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
、寝
た
き
り
等
の
た
め

困
難
な
方
に
対
し
て
、歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
治

療
を
行
う
在
宅
で
の
歯
科
診
療
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

川
根
本
町
に
住
む
寝
た
き
り
、ま
た
は
寝
た
き
り

に
準
ず
る
者
で
、在
宅
歯
科
診
療
が
可
能
な
方

▼
申
し
込
み
方
法

福
祉
課・
長
寿
介
護
室
ま
た
は
総
合
支
所・
福
祉

介
護
室
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
在
宅
訪
問
歯
科

診
療
申
込
書
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
診
療
者

　
榛
原
歯
科
医
師
会
の
歯
科
医
が
伺
い
ま
す
。

▼
診
療
治
療
費

　
本
人
負
担（
事
前
調
査
費
は
町
が
負
担
し
ま
す
）

今年の夏もカヤックが大人気 !!　
「カヌーの町・川根本町」を実践中
です。

毎月１回 地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 27 年９月 20 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　木村愛子・奥野恵美子・澤井初美

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 / 薗田はる☎（56）0374）
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生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

全部面白い、だから全部見てほしい  
文化会館年間パスポートチケット

６公演すべて見て大人２千円、小中高生１千円。
大好評のお得な年間パスポートチケットを今年も販売しています。
これ１枚あれば、毎回入場券を買わずにこれからの６公演を満喫できます。
このお得なパスポートを手に入れないのはもったいないですよ！
公演日程
1 10 月 17 日（土）
　 クラシック音楽
　 「前田啓太 パーカッションパラダイス～響き～」
2 11 月 14 日（土）
　 コメディーパフォーマンス
　 「ファニーボーンズ 新作公演」
3 12 月 12 日（土）
　 ダンス
　 「セレノグラフィカ ほしぞらダンスパーティー」
4  １月 24 日（日）
　 映画「産土（うぶすな）」
　 ※映画監督の講演あり
5  ２月 28 日（日）
　 舞踏
　 「大駱駝艦（だいらくだかん）田村一行 新作公演」
6  ３月 12 日（土）
　 パントマイム
　 「ロボットのぞみ 桜の木とタイムカプセル」

【問合せ】文化会館　☎（59）3106

すこやか大学が  
開講しました！

　７月１日中部、３日北部、８日南部の日程で、開講式と第１回学習会を開催し、延べ 147
名の受講生が集いました。健康長寿のまちづくりの一環として今年度も学ぶ楽しさ、集う
楽しさを実感するような学習会を年 5 回計画
しています。第１回は「すこやか世代のガーデ
ニング教室」をテーマにガーデンコーディネー
ターの森下岩太郎氏（小長井区）を講師に迎え、
四季を通じて気軽に楽しめる寄せ植えの実習や
園芸に関する話題に花を咲かせながら、各地区
とも大変好評でした。参加者の皆さんからも「多
くの仲間と一緒に１年間の学習会が楽しみ」と
頼もしい声が寄せられました。

川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150

川根自動車では、貴方の要望に基づき貴方のための
１台しかない車に仕上げます。（担当：森永）

!!セカンドカーは、貴方好みのオリジナルの１台に!!

平成３年式 ホンダの名車 ビート
オーナー 藤田石材店 正人さん

（
㊧
写
真
＝
諸
田
耕
治
）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 18



むつみ学級第２回学習会  
～“ふるさと”をテーマに開催～　　　　　　　７月 23 日（木）

　山村開発センターにて「ふるさと講演会 & 座談会」を開催
しました。小澤節子氏（高郷区）を講師に迎え、「中川根ふる
里通信発行から 30 年、今思うこと」をテーマにお話を伺い
ました。様々な活動を通してふるさとに向き合ってきた情
熱にふれ、学級生からは「元気やパワーをもらい、町の事も
知ることが出来て良かった」「自分のできる範囲でふるさと
を守っていきたい」などの感想をいただきました。また、座
談会では“それぞれのふるさと”にまつわる話を聞き合い、
ふるさとのありがたさや人との繋がりについて改めて考え
るひとときとなりました。大井川や南アルプスなど豊かな
自然に恵まれたわが町が多くの方の“心のふるさと”として
いつまでもあり続けるよう、願っています。

９月の展示

９月の予定

○町民ギャラリー （年中無休）
・ 作品展　生きがいの郷・むつみの郷の皆さん
　　　　　　　　　　　　　　  ( 高郷・瀬沢 )
・ 作品展　あかいしの郷の皆さん ( 徳山 )

○文化会館（休館日　毎週月曜日と第 3 日曜日）
・ 作品展　棚森　貢さん(崎平)

  ２日 ( 水 ) 地域ふれあいスクール　活動開始 ( 平成 28 年２月まで )
  ５日 ( 土 ) アクアリズム発表会【年長】( 三ツ星保育園・聖母保育園・桜保育園 )
12 日 ( 土 ) アクアリズム発表会 ( さゆり幼稚園 )
25 日 ( 金 ) すこやか大学第２回学習会（中部）
29 日 ( 火 )　　　　　　〃　　　　　（南部）

皆さまお誘いあわせのうえ、ご観覧下さい！

ふれあいスクール  
活動開始！

　ふれあいスクールは、毎週水曜日の放課後、町内の４小学校で、多
彩な趣味や特技を持つ町民の方々を講師として招き、１時間という限
られた時間内でさまざまな活動を実施しています。対象者は１年生か
ら６年生の希望する児童で、今年度は、枝松スクール（中川根南部小）
13 名、三ツ星スクール（中央小）24 名、なかよしスクール（中川根第
一小）22 名、やまびこスクール（本川根小）24 名の応募がありました。
　現在、子どもを見守るボランティアを募集しています。興味のある
方は生涯学習課までお問い合わせください。
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川 根 本 町 の 人 口 平成 27 年８月１日現在

世帯数 2,947 世帯（ -5 ） 出生 0 人

総人口 7,585 人 （ -11 ） 死亡 7 人

男　性 3,693 人 （ -2 ） 転入 11 人

女　性 3,892 人 （ -9 ） 転出 15 人
※（　）内は前月比、右欄は今月中の異動  ※外国人の数を含む

今 月 の 納 期
国民健康保険税� 第３期分
後期高齢者医療保険料� 第２期分
水道使用料� ９月分�
納期限は９月 30 日です。口座振替の人は
９月 30 日に引き落とされます。残高の確
認をお願いします。�税務課�☎（56）2223

保管証券等の返還について
清水税関支署・焼津出張所

　名古屋税関では、終戦後に外地よ
り引き揚げてこられた方々が、税関な
どに預けた通貨や証券等を返還し
ています。
　返還請求・お問い合わせは、ご本
人はもとよりご家族の方でも構いま
せん。心当たりの方は、お気軽にお
問い合わせください。
【問】財務省名古屋税関・清水税関
支署・焼津出張所
☎054（628）3550

「国の教育ローン」のご案内
日本政策金融公庫

　日本政策金融公庫国民生活事業
では、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学等に
入学・在学するお子さまをお持ちの
ご家庭を対象に教育貸付をしていま
す。「国の教育ローン」は公的な制
度です。
▶ご利用いただける方
融資の対象となる学校に入学・在学
される方の保護者で、子供の人数に
応じ、子供の人数が１人の場合は給
与所得者は790万円以内（事業所
得者は590万円以内）
▶融資額
学生・生徒１人につき350万円以内
▶利率
年２．１５％（平成27年５月11日現在）

▶返済期間
15年以内（母子家庭、交通遺児家
庭の方などは３年の延長が可能）
▶使いみち
入学金、授業料、教科書代など
▶返済方法
毎月元利均等返済（ボーナス時増
額返済も可能）
▶保証

（公益）教育資金融資保証基金（ま
たは連帯保証人１名以上）
【問】教育ローンコールセンター
　　☎0570-008656
　　☎03（5321）8656

野菜茶業研究所・ 
金谷茶業研究拠点「一般公開」

農研機構
日時　９月８日（火）午前９時30分か
ら午後３時まで
※参加無料・申込み不要です。当日ど
なたでもご自由にご来場頂けます。
テーマ　「お茶と健康」
セミナー

『茶園土壌に枝葉が堆積したままに
なっていませんか ?』
　①午前10時10分～
　②午後１時10分～

『茶の機能性について』
　①午前10時35分～
　②午後１時35分～

『攻めの農業をめざす茶関係革新プ
ロ研究４課題の紹介』
　①午前11時0５分～

　②午後２時0５分～
『日本茶の輸出に向けた病害虫管
理体系について』
　①午前11時30分～
　②午後２時30分～

（各演題20分程度、午前午後同じ内
容で講演します）
イベント
● 多様な嗜好に対応した緑茶 ( 育
成品種茶 ) の試飲
● 緑茶の手揉み製茶の実演
● 手作り紅茶体験（各回先着25組）
　①午前９時45分～
　　( 受付：午前９時30分～)
　②午前11時45分～
　　( 受付：午前11時～)
● 緑茶一煎ティーバッグ品種セットを
プレゼント
観察・技術相談
● チャの病害虫の顕微鏡観察と実
物展示
● 技術相談 ( 土壌肥料、病害虫、栽
培関係 )
● 土壌診断　※うね間の土（深さ0
～20㎝、３カ所）を混ぜ、一握り分を
ご持参ください。
交通のご案内
駐車スペースに限りがございます。
できるだけ公共交通機関をご利用
下さい。

（JR 金谷駅よりバス、タクシーで５
分）
【問】農研機構 野菜茶業研究所
　　茶業チーム 　☎（45）4105

く ら し の 情 報 ペ ー ジ

ここにも、一つの物語。
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■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

小売りいたします　お気軽にどうぞ
町内への配達もいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店
☆９月お買得
　　   商品情報☆発電機特価キャンペーン

前田機材 川根本町上長尾 795-1
TEL・ＦＡＸ56-0006 IＰ050-3363-2252

※農機具の購入・修理・改造など、お気軽に御相談下さい。地域の
お店だからこそ、丁寧に、解りやすく、迅速に対応いたします！

防災＆停電対策にインバータ発電機をご検討下さい！（PCにも使用可）
集会所・避難所には、ディーゼル自家発電システム！！（約８５万円～）お問合せ下さい。

他各社

大井川流域を謎解き 
ゲームで巡ろう！

大井川流域振興連絡会事務局
　大井川謎解探検の第四幕がス
タート。島田市・静岡市・川根本町・
吉田町・大井川鐵道株式会社で組
織する大井川流域振興連絡会では、
２市２町の観光スポット等を巡りなが
ら、各エリアに設置されている問題
パネルの謎を解いたり、謎解きによっ
て導き出される施設でさまざまな体
験を行ったりして楽しくポイントを獲
得していくゲームを開催します。

開催期間　８月１日（土）～10月31日
（土）
参加方法　ホームページまたは町
役場・長島ダムふれあい館・大井川鐵道
千頭駅・川根本町まちづくり観光協会・
フォーレなかかわね茶茗舘でゲームシー
トを入手し、ゲームシートの内容にし
たがって、ゲームを開始してください。
持ち物　筆記用具
賞品　①各エリアクリアでキャラク
ターカード等、②獲得ポイント上位者
に素敵な景品をプレゼント

※詳細は、インターネットで「大井川
謎解探検」と検索してください。
【問】
▶（総合案内）島田市地域づくり課
　（大井川流域振興連絡会事務局）
　☎（36）7197
▶川根本町企画課まちづくり室
　☎（56）2221

看護職員離職時等の 
届出制度がスタート
静岡県ナースセンター

　看護職員および看護学生の方
は、10月から、免許取得後直ちに業
務に従事しない場合や勤務先を退
職する場合に県ナースセンターに届
け出る制度がはじまります。
　詳しくはお気軽にお問い合わせく
ださい。
【問】静岡県ナースセンター
　　☎054（202）1761

ケアごはんアイデアコンクール
県・介護保険課

　お年寄りがおいしく楽しく食べられる
料理・デザートのレシピを募集します。
応募締切　９月30日（水）必着
応募用紙　ホームページから印刷
申し込み　応募用紙を郵送、または
ホームページから URL　http://
www.kaigo2015.com

【問】「ふじのくにケアフェスタ」事務局
　　☎054（254）8870
　　県・介護保険課
　　☎054（221）2314

平成 27 年度第２回 不動産 
無料相談会開催のお知らせ

（公社）静岡県不動産鑑定士協会
　地価公示、地価調査をはじめ、不
動産の鑑定評価制度について、県
民の皆さまに広く知っていただくた
め、県内４会場で不動産鑑定士によ
る無料相談会が実施されます。
開催日時　平成27年10月２日（金）
午前10時～午後４時
開催会場
東部地区　沼津市役所８階801会
議室
中部地区　静岡市役所静岡庁舎
17階171会議室
同　　清水庁舎３階302会議室
西部地区　浜松市役所本館６階61
会議室
相談内容　鑑定評価、価格、賃料、
売買、交換、借地、借家、相続、贈
与、その他不動産に関すること
申込方法　当日会場で受付（受付
締切時刻　午後３時30分）
主催　公益社団法人静岡県不動産
鑑定士協会
共催　公益社団法人日本不動産鑑
定士協会連合会
後援　国土交通省、静岡県、静岡
市、浜松市、沼津市
【問】公益社団法人静岡県不動産
鑑定士協会
静岡市葵区伝馬町18番地の11
☎054（253）6715
ＦＡＸ054（253）6716
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川根高等学校の「今」を紹介する
学校レポーターズコラム

ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。
（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）
島田駅から徒歩１分
☎ 0547-37-0431

診療時間：午前9時～12時、午後2時～6時
※土曜日午後は５時まで

（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック

　
私
た
ち
野
球
部
は
７
月
18
日
に

浜
松
球
場
に
て
浜
松
西
高
校
と
全

国
高
校
野
球
選
手
権
静
岡
大
会
一

回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
試
合
当
日

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
悪
天
候
で
、

さ
ら
に
は
試
合
開
始
時
間
が
遅
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
中
で
熱
い
応
援

を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
集
大
成
と
な
る
試
合
で

し
た
。
２
年
３
カ
月
の
間
、
た
く

さ
ん
の
先
輩
や
先
生
方
、
町
民
の

方
々
に
支
え
ら
れ
野
球
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
恩
返
し
が

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
試

合
に
臨
み
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
回
、
２
回
と
先
制
点
を
取
ら
れ

５
回
に
は
６
点
を
失
い
ま
し
た
が
、

そ
の
裏
の
攻
撃
や
後
半
に
か
け
て

必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
力
及
ば
ず
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
の
大
会
に
も
出
場
し
、

他
に
も
出
場
経
験
を
も
つ
メ
ン

バ
ー
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
の
夏
以
降
、
改
め
て
基
礎
を
固

め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
先
輩

方
の
代
が
終
わ
り
、
私
が
主
将

と
い
う
立
場
を
い
た
だ
い
た
と

き
、
い
よ
い
よ
自
分
た
ち
の
代
だ

と
勢
い
よ
く
練
習
を
始
め
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
た
く
さ
ん
の
課
題
や

壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
主
将
と

し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
具
体

的
な
も
の
が
見
え
ず
に
悩
む
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第

に
自
分
か
ら
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
い
く
選
手
が
増
え
て
い
き
、
つ

い
て
き
て
く
れ
る
仲
間
を
信
じ
て

自
分
自
身
の
キ
ャ
プ
テ
ン
像
を
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
の
大
会
を
川
根

高
校
主
将
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
誇
り
に
思
う
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
の
仲
間
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
短
い
高
校
生
活
の
中

で
野
球
に
打
ち
込
む
時
間
と
い
う

の
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で

あ
り
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
過
ご
す

大
切
な
時
間
だ
っ
た
こ
と
に
今
に

な
っ
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
、
高
校
野
球
は
１
０
０
年

を
迎
え
る
記
念
の
年
で
し
た
。
今
、

私
た
ち
が
精
一
杯
野
球
を
で
き
て

い
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
先
人
た

ち
の
お
か
げ
で
も
あ
る
と
気
付
か

さ
れ
る
記
念
大
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。
来
年
は
後
輩
た
ち
が
、
ま
た

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

方
に
支
え
ら
れ
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
来
年
も
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
達
を
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て

の
方
々
と
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
高
校
野
球
に
感
謝
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
根
高
等
学
校　
野
球
部
主
将　
澤さ

わ

谷や 

大た
い

晟せ
い

ここにも、一つの物語。
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▼
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の

　
「
出
る
出
る
出
る
よ
～
鹿
ん
舞

が
出
る
よ
～
」。威
勢
の
い
い
掛

け
声
に
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
る
。

〝
追
っ
か
け
〟の
常
葉
大
学
生
は
、

「
徳
山
の
盆
踊
」の
魅
力
を
こ
こ
に

し
か
な
い
唯
一
無
二
の
伝
統
芸
能

だ
と
話
す
。そ
し
て
、初
開
催
の
子

ど
も
議
会
。「
子
ど
も
議
員
」12
人

の
ほ
ぼ
全
員
が
指
摘
し
た
の
は
地

域
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

こ
こ
に
し
か
な
い
資
源
を
磨
き
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な

い
か
と
提
言
し
た
。自
分
た
ち
の

明
る
い
未
来
の
た
め
、問
題
意
識

を
持
ち
、真
剣
に
こ
の
ま
ち
の
将

来
を
考
え
る
若
者
た
ち
の
挑
戦
が

は
じ
ま
っ
て
い
る
。 

大
村
一
成

▼
先
人
に
思
い
馳
せ
る
お
盆

　
帰
省
シ
ー
ズ
ン
と
し
て
の
印
象

が
先
行
す
る「
お
盆
」。も
と
も
と

は
祖
先
の
魂
を
迎
え
、そ
し
て
ま

た
送
り
出
す
行
事
の
こ
と
を
指

す
。地
元
、下
長
尾
区
で
毎
年
行
な

わ
れ
る「
百
八
た
い
」。子
ど
も
の

頃
は「
花
火
が
で
き
る
日
」程
度
の

認
識
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、盆

送
り
火
の
意
味
を
知
っ
た
今
で

は
、そ
の
行
事
が
持
つ
尊
さ
を
実

感
す
る
。ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
大

井
川
に
沿
っ
て
一
列
に
続
く
炎
を

橋
の
上
か
ら
眺
め
る
と
、そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
で
生
き
抜
い
て
き
た
先

人
た
ち
の
延
長
線
上
に
自
分
が

立
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
気
が
し
た
。 

梶
山
雄
紀

編
集　
記
幸

はるくんお誕生日おめ
でとう。
好奇心旺盛で何でも真
似する姿は本当にいっ
ちょまえ！
笑ったり怒ったり全身
で表現してくれるね。
これからも太陽のよう
にみんなを照らし、音
楽のように癒してくれ
るはるくんでいてね♡

１歳になったばかりの
                     お友達を紹介

生まれてくれて
           ありがとう

野草を中心とした80種類の原材料を長年かけて発酵・熟成

やっぱり酵素がなくっちゃ！ この“とろみ”があなたの健康と美容をサポート

野草の驚くべきパワーでイキイキ生活 !!

医学団体

日本成人病予防協会推奨品

慈光 百楽元
じこう　ひゃくらくげん

戸籍の窓辺 出生・婚姻・おくやみ

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。

■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町
の窓口（本庁・総合支所）で受け付けた
分のみ掲載しています。

 生活健康課☎（56）2222

健やかウォーキングカード達成者紹介
地 名 実践者 180 日間

合計歩数 保健委員

千頭東 藤川貞壽 1,491,909 山本のりこ

♡ご結婚おめでとう♡
地　区 氏　名 前住所

徳山
南　　貴仁 徳山

海野　莉奈 静岡市

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人
崎平 岩田　　弘 69 一弘

瀬平 勝下　榮子 85 幹平

上長尾 山下　　操 98 哲

梅高 山田　　蔀 93 武田隼機

徳山 小林　恒雄 87 一利

藤川 竹野　早苗 86 一男

板
い た や

谷 陽
は る と

音 くん
26・８・13　水川

父：康平
母：知亜紀

星奈、１歳のお誕生日
おめでとう♡♡
色白で、お姫様気質な
せいちゃんは甘えん坊
で泣き虫☆
小柄だけど元気いっぱ
いでいつもキラキラし
た笑顔を見せてくれて
パパとママは幸せだよ
これからも星奈のペー
スで大きくなってね♡

西
に し は た

畑 星
せ い な

奈 ちゃん
26・８・15　小長井

父：誠人
母：有果

桜、1歳おめでとう。
ぐんぐん大きくなって、
たくさん動き回れるよ
うになったね。一緒に
歩いてお散歩するのが
楽しみだよ。桜の笑顔
がたくさん見られるよ
うに、これからも一緒
の時間を大切に過ごし
ていこうね。

田
た ば た

畑 桜
さくら

 ちゃん
26・８・22　千頭西

父：真澄
母：須恵

HAPPY

1ST

BIRTHDAY!!

Wishing�you�a�future�
filled�with�happiness.

With�love�and�
gratitude.

鈴
す ず き

木 そよ ちゃん
26・８・30　上長尾

父：諭
母：和美

洸瑠、バイバイやハー
イ！など、日に日にで
きる事が増えてきて、
とっても嬉しいよ。
わんぱくだけど甘えん
坊で、よく笑う洸瑠が
みんな大好きだよ。そ
のニコニコ笑顔がいつ
までも続きますように。
お誕生日おめでとう。

露
つ ゆ き

木 洸
ひ か る

瑠 くん
26・８・12　上長尾

父：清人
母：那美路

煌河、１歳のお誕生日
おめでとう！産まれた
時は、飲みっぷりが
悪くて心配してたけど、
今では沢山飲んで食べ
て、大きくなったね。
最近はイタズラ大好き
で。これからも、元気
に楽しく過ごそうね★
いつも笑顔を、ありが
とう！

宮
み や ざ き

崎 煌
こ う が

河 くん
26・８・20　上長尾

父：翔太
母：満奈美

凜くん、１歳のお誕生
日おめでとう !!
いたずらが大好きでと
てもやんちゃな凜くん。
毎日可愛い笑顔をたく
さん見せてくれてあり
がとう♡
これからも毎日笑顔で
元気に過ごそうね♪

佐
さ と う

藤 凜
り ん

 くん
26・８・25　桑野山

父：一純
母：瞳
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10th ANNIVERSARY
KAWANEHONCHO

９月に町制施行（合併）
　　　10周年を迎えます

◉中川根南部小学校は、保護者や地域の皆様に支えられ、本年度40周年を迎えました。
34人の子どもたちは、校庭のケヤキの木のように、未来に向かってぐんぐん成長してい
ます。太い幹を支える「根っこづくり」を大切にした教育を進めています。 

中川根南部小学校

【中川根南部小学校データ】４月１日現在
▶山下 斉校長　▶全校児童…34人　▶学校教育目標…「かしこく　つよく　しなやかに」

～町内小中６校の10周年記念リレーを紹介しています。 来月号は「中央小学校」です。お楽しみに！～

№4

▶４年・榎本伽音「近くに大きな遊園地ができたらい
いな。友達とたくさん遊びたいよ」。
▶４年・古林輝晟「いつでもどこでもしょうぎのでき
る町がいいです」。
▶４年・澤口藍璃「わたしは、こう茶が大好きです。水
道をひねると、こう茶が出る町になるといいです」。
▶４年・下原莉胡「わたしは、体を動かすことが大好
き。公園や遊べるところがたくさんあるといいな」。
▶４年・鈴木南海「うさぎが大好きです。うさぎが
いっぱいいるペットショップがあったらいいな」。
▶４年・瀧尾勇智「せ平にコンビニができてほしいで
す。友だちといっしょに行けるからです」。
▶４年・塚本和也「マンガや本がなんでも読める図書
館を作ってほしいです」。
▶４年・西村美希「ディズニーランドみたいなのができ
て多くの人に来てもらい、友だちをふやしたいです」。
▶５年・下村健斗「しょうぎ大会を１年に１回やって

もらいたい。町内にしょうぎがはやってほしいから」。
▶５年・西澤柊斗「オセロ大会を１ヵ月に１回やれたら
いいな。このオセロ大会でみんなと仲良くなりたい」。
▶５年・原田瑛司「ぼくは、もう少し川根本町の人口
が増えてほしいです。店も多くなってほしいです」。
▶５年・山本莉空「南部小学校のグラウンドが人工芝
になってほしいです。そこでサッカーをしたいです」。
▶５年・湯口峻祐「店が少ないから増やしてほしい。
そうすれば友達と行って、もっと楽しくなるから」。
▶６年・勝山穂乃香「本が好きだから図書館がほしい！
大きな図書館がいいな。ＣＤも借りられたらいいな」。
▶６年・下原灯理「お年寄りから子供まで、全員が楽
しめる施設をつくってほしい」。
▶６年・鈴木海莉「みんなが楽しめる、遊園地をつ
くってほしい！」。
▶６年・西村咲希「いろんな動物とみんながふれあえ
る施設がほしい」。

《４年生８人、５年生５人、６年生４人、計17人》
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平谷の流したい

▲中川根南部小学校のシンボル
であるケヤキの大樹を背景に

親子クッキング 読み聞かせ


